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判  定 承認

　承認

アルコール依存症専門外来に通院しているアルコール依存症者の実態
を把握した上で、その中からさらに体験を明らかにするために面接調査
を実施し、質的記述的に分析する。

利益相反審査判定

倫理委員会審議内容

№1 　 申請者　：　名桜大学大学院  比嘉 理恵美

課　　　　題
自助グループに参加していないアルコール依存症者の体験-アルコール
専門外来に通院している患者の語りから-

研究の概要

自助グループに参加せずにアルコール依存症専門外来に通院している
アルコール依存症者の体験を明らかにすることにより、看護への示唆を
得ることを目的とする。第一段階としてアルコール依存症専門外来に通
院しているアルコール依存症者の治療状況や自助グループへの参加状
況、その背景等の概要を把握するために無記名自記式質問紙調査を行
う。第二段階として、アルコール依存症専門外来に通院している患者の
中から、８名程度を対象に体験について面接調査を実施する。


